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 今年最初となる３月例会は、日本フィルの杉並公会堂シリーズ第６回に２１名が参加しました。指揮は

塾員である藤岡幸雄で、前半の一曲目は福島弘和作曲の杉並区区制９０周年記念曲交響詩《鼓吹の

桜》が演奏されました。管弦楽版の初演で杉並区に因んだ善福寺川の桜、高円寺の阿波おどり、阿佐ヶ

谷のジャズストリートをメインに構成したそうです。演奏後に作曲者が登壇、拍手喝采で迎えられました。

二曲目はリストのピアノ協奏曲第１番変ホ長調、ピアノは横山幸夫で華麗でダイナミックな演奏を堪能し

ました。アンコールはシューマン/リスト編の「献呈」で、対照的な愛の歌に癒されました。 

  後半はチャイコフスキーの交響曲第４番ヘ短調でしたが、指揮者も日本フィルも渾身の演奏で、その

大音量にも圧倒されました。アンコールはグリーグの「過ぎにし春」でした。弦楽合奏曲「２つの悲しい旋

律」の第 2曲で、弦楽合奏の美しい響きに感動しました。 

 例年ですと指揮者の藤岡氏をお招きして懇親会を開催していたのですが、今回も残念ながら断念しま

した。次回の４月例会ではいよいよ懇親会を再開しますのでご期待ください。 

 

     

 


